







シリーズ 国立国語研究所共同研究報告 ; 13-03
URL http://doi.org/10.15084/00002741



















新野 直哉 編 
 
 











はしがき                                1
 






























 本プロジェクトは 2010 年 11 月にスタートした。当初のメンバーは、リーダーの新野、
そして橋本行洋（花園大学文学部）、梅林博人（相模女子大学学芸学部）、島田泰子（二松
学舎大学文学部）の 3名の共同研究者であった。その後 2012 年 7 月から鳴海伸一（京都府
立大学文学部）が加入した。 




ックスな PR 活動も行い、その甲斐もあって第 6回、第 7回は 20 人を超える参加者となり、
発表会後の酒席も含め大いに議論を戦わせた。 
そしてこの間には、日本語学会で 2度のブース発表を行った。2度とも予想を上回る多く
の来聴者があり、成功であったと思っている。このうち 1度目（平成 23 年度秋季大会、高
知大学）の発表は日本経済新聞ウェブ版の連載「ことばオンライン」に取り上げられ（同
年 12 月 13 日掲載）、アクセスランキングで当日の全記事中 1 位、月間でも 3 位となった。
この記事は、日本経済新聞社編（2013）『謎だらけの日本語』（日本経済新聞出版社）に「「全
然いい」誤用説の起源は？」という題で収録されている。 















































































第３回共同研究発表会（2011 年 9 月 18 日花園大学） 
























































の「迷信」をめぐって―」日本語学会平成 23 年度秋季大会、高知大学、2011 年 10 月 
・新野直哉「「“全然”＋肯定」に関する日本語学研究者の言語規範意識」JLVC2012、国
立国語研究所、2012 年 3 月 
・新野直哉「昭和 10 年代の“全然”に関する国語学者・浅野信の言語規範意識」日本近代
語研究会第 293 回研究発表会、千葉大学、2012 年 5 月 
・梅林博人「言語変化の過渡期における個人の使用実態―古川ロッパの「全然」を例に 
―」第 49 回表現学会全国大会、共立女子大学、2012 年 6 月 
・新野直哉・橋本行洋・梅林博人・島田泰子・鳴海伸一「漢語副詞の受容と展開―〈漢語












































1977、梅林 2000・2012、など参照）、直接的な記述のあるものでは 28～29 年の雑誌『言語


















































































































































「全然同意」は 69件の記事に計 72例ヒットする。そのうち日本軍に直接関係する記事は 
〔18〕なお出先武官の今次の声明は我 ｛々＝陸軍｝も全然同意してゐるところである（『大

















































の 1937～1941 年の分には、次のような例がある。 
〔28〕近衛公は余の意見に全然同意せられ（1937.8.10 分。上 584） 






と云ふ態度を政府は持続されたのでありました、（第 90 回貴族院本会議 39 号、
1946.10.5） 
〔32〕物価庁長官から、それに付て全然同意である、物価を基準にしてやると云ふ答弁
があつたのであります（第 91 回貴族院本会議 2号、1946.11.28） 
































































「ですなあ」が 1例、「でしょうな」が 8例、「でしたな」が 2例ある。計 28 例を話し手と
聞き手に注目して分類すると、教職員→教職員 16 例（沼田（「三十二三歳」）→島崎（「ま






























































































































〔46〕津田氏 国策で極めたといふものだけは自由にして行きたいと思ひます  
蔵相 御もつともです（『大阪毎日新聞』 1939.4.9） ○大蔵大臣→鐘紡社長 
〔47〕小松 日満支の運賃をその有機的な連関性から言つて根本的に改正して合理化
することが必要ではないでせうか  
下津 御尤もです、（『満州日日新聞』1940.3.2） ○北京鉄路局長→記者 
〔48〕松沢さん お米の混合率がいつも変つてゐるのは不便です、きまつてゐますと
水加減も楽ですし節米についても考えやうがございます  


























































































































































『日本語と日本文学』26：10-22。筑波大学国語国文学会   
伊豆原英子（1996）「終助詞「な(なあ)」の一考察―聞き手に何を伝えているのか」『名古


































日本語記述文法研究会編（2003）『現代日本語文法 4 モダリティ』くろしお出版 












本稿は、本プロジェクトの第 5 回研究発表会（2012 年 8 月 28 日）、さらに第 301 回日本近




 本稿の校正刷りの段階で、 馬上駿兵（2014）『新典社新書 64 文豪たちの「？」な言葉』


























































































































1923（大12） 【とても】 坪内逍遙 『所謂漢字節減案の分析的批判』
1924（大13） 【とても】 芥川龍之介 『澄江堂雑記』
1927（昭2） 【とても】 新村出 「山言葉」『京都帝大新聞』(7/1) 「とても補講」『藝文』（10月）
1933（昭8） 【断然】 浅野信 『巷間の言語省察』
1935（昭10） 【断然・旧全然】 浅野信 『国語の匂ひと韻』
1935（昭10） 【断然】 萩原朔太郎 「新しい言葉は何処にあるか 日本語の未来」『作品』6-10
1937（昭12） 【とても】 里見弴 『文章の話』
1943（昭18） 【とても・決して・断然・旧全然】 浅野信 『俗語の考察』
1947（昭22） 【断然】 塩田まさる 『恋愛モダン語隠語辞典』


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   





















































   














































   




































































































   



















































































   









































   





































   






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（実験的企画サイト「デイリーポータル」 記事公開は 2012 年 8 月 11 日）
http://portal.nifty.com/kiji/120809156856_1.htm
(3) ウイルスの流入の繰り返しでＤＮＡの進化をなし得てきた人類をサポートする「宇
宙と火山」（１） （個人発信のブログ、記事表題 記事公開は 2012 年 9 月 23 日）
http://oka-jp.seesaa.net/article/293815497.html
(4) あなたの「自分の全存在をかけてでも成し得たいこと」／はなんですか。／ドキッ
としませんか。これ。／先日の『100 分 de 名著』で特集していた／『星の王子様』の
テーマです。／《略》／自分の全存在をかけて／成し得たいそれは／子ども時代に自
分が知っていたもの。／それは／そのまま自分が生まれた意味、／生きる意味なのか











































































































































（「実用日本語表現辞典」 記事公開は 2011年 7月 9日）
http://www.practical-japanese.com/2011/07/blog-post_4992.html
(9) 質問：「なし得た」と「 《略》 」という意味は何ですか
《略》 中国人だから、分からない、お願いします
回答：ここでの「なしえた」は「成功した」という意味で使われています。


























(10) 僕は期待に応えたい ここで勝たなきゃ未来は貰えない／Runnin' on Runnin' on

























































































































可能性 －（不問） －（不問） ＝場合によっては○（有）
潜在可能 ○（有） ○（有） ○（有）
※ ここ↑が×（無）だと「不可能」


























































































































































*6 そのうち 35 件が、「文学は（化学は／学校は）何をなし得るか」のような問題提起のスタイル
を取るものであった。
*7 そのうち 17 件は、医学分野での臨床報告の類である。





















*14 作詞者の Naoki Takada （SEAMO）は、公開されているプロフィールによれば 1975年生まれ。
*15 作詞者の HIDETAは、公開されているプロフィールによれば 1975年生まれ。
















































渋谷 勝己（1993a） 意味の縮小と文体差 －可能の補助動詞エルをめぐって－
（『近代語研究第九集』武蔵野書院）
渋谷 勝己（1993b） 日本語可能表現の諸相と発展 （大阪大學文學部紀要 33-1）
仁田 義雄（1981） 可能性・蓋然性を表す疑似ムード （国語と国文学 58-5）
橋本 行洋（1990） “けがる，けがす”と“よごる，よごす” ：文体差から意味差へ
（待兼山論叢 文学篇 25）















































































































































































































































  漢語が単独で副詞として用いられているものと、いわゆる混種語として副詞の役割を 
  果たしているものとを対比すると、漢語が単独で使われているものが基本でそれに何 
  かが加わって混種語となったと見たくなるが、漢語副詞の歴史から見るとむしろ逆に 
  考えるべきである。特に、助詞の「に」のついた漢語副詞はもっとも基本的なものと 
  考えられ、この「に」が落ちることによって、漢語副詞としてはもっとも副詞的であ 





















 調査結果注 2 は、以下のように表せる。「その他」に挙げたものの（ ）内には、漢語の
前にどのような形の付くものが見られたかを示している。 
  《鎌倉時代に例の見えるもの》 
   φ型…一向、一切、一旦、一定、向後、結句、自今以後、始終、所詮、少々、真実、 
      随分、善悪、大抵、大略、都合、天性、内々 
ニ型…一々、一々次第、一所、散々、次第、自然、遂、無下 
  《上の他、室町時代に例の見えるもの》 
   φ型…一、一倍、永々、永代、涯分、格別、元来、結局、堅固、再々、再三、至極、 
      悉皆、生得、済々、節々、善悪、総別、第一、多分、年中、莫大、抜群、万々、 
      必定、平生、勿論 
   ニ型…有無、散々、種々、切、沢山、逐一、頓、不断、別、本、微塵、無体 
φ型・ニ型…最前、時々刻々、次第次第、連々 
   その他…一段（φ型・ト型）、極（ト型）、自然（φ型・ニ型・トシテ）、 
       真実（φ型・ニ型・カラ）、是非（φ型・ニ型・トモ） 
  《上の他、江戸時代に例の見えるもの》 
   φ型…古来、十分、常住、折角、大概、地体、畢竟、万一、密々 
   ニ型…急、大分、無性、無理矢理 







  Ａ 漢語＋に 
   一向に、一心に、懸隔に、現に、自然に、随分に、不意に、不断に、別に 
  Ｂ 漢語＋と 
   掲焉と 
  Ｃ 漢語の畳語 
   少々、忽忽に、朦朦に 
  Ｄ 漢語＋して 








































てこれが帰化語たる場合には国語にても副詞として用ゐらる」とし、「元来 爾来 向後 





















  「と」のつく副詞に関しては次のような変遷のパターンが考えられる。 
   〔Ｘ´と→Ｘと→Ｘ〕→Ｘに 
  通時的変遷を経て、語的独立性を増してＸとなった副詞は新たに「に」をも取りうる 






















  5 自来無事悠々の間に平和なる歳月を送ればなり。    （泉鏡花「愛と婚姻」） 
  6 徳島大尉は弘前の第三十一聯隊門間少佐あて、三本木に無事到着したことと、松 
尾伍長のことを打電した。          （新田次郎「八甲田山死の彷徨」） 
  7 もし真に日本を愛するのがその論拠であるならば、愛する日本のあらゆる必要に 
応えて、誠心誠意動くことこそ本来の道ではなかろうか。 
 （宮本百合子「私たちの建設」） 
  8 できるだけ誠心誠意御説明申し上げながら、この解決の最も基本にある原点はま 






  9 ドラマのリハーサルというのは主役でなければ意外とヒマで、私は自分の出番で 
ない時は、まわりの女優さんや男優さんを観察しているのが好きでした。 
  （うつみ宮土理「うつみ宮土理のカチンカチン体操」） 
  10 この実験もまた、サイモンの話と同じように、まったくナンセンスな途方もない 
お話をつくるのは意外と大変だということを示しています。 
 （ボイズ著、野口廣訳「シャボン玉の科学」） 
  11 今度徳富先生の御依頼で訳してみました。私の訳文は我ながら不思議とソノ何ん 
だが、これでも原文はきわめておもしろいです。   （二葉亭四迷「あひびき」） 














永遠と話してるカッポーたちがいましたが・・・    （Yahoo!ブログ、2008） 




















  《鎌倉時代》 
    少々、真実、随分、無下（に） 
  《室町時代》 
   前代に用例の認められたもの…少々、真実、随分、無下（に） 
   前代に用例の認められないもの…一、一段（φ・と）、一倍、格別、第一、沢山（に）、 
莫大、万々、本（に）               
  《江戸時代》 
   前代までに用例の認められたもの…一倍、格別、少々、真実、随分、第一、万々、 
 本（に）、沢山（に）、無下（に） 

















   た。                         （コリャ―ド懺悔録） 
  16 かへつてそれをよろこび、なんぢは／人中にて第一よはくをとりたるものとおも 
   ひとるべし             （こんてむつすむん地、巻第三、第十八） 
  17 ぷるがたうりよにて／とがをくりをなさんよりも、げんぜにてほうぜん事はばく 

























大変違う。                 （二葉亭四迷「予が半生の懺悔」） 
  19 此男はいくら酔つても、中／＼平生を離れない事がある。かと思ふと、大変に元 
気づいて、調子に一種の悦楽を帯びて来る。      （夏目漱石「それから」） 
  20 此地へ来るまでは、僕は十分信じてをつた、お前さんに限つてそんな了簡のある 
べき筈は無いと。                  （尾崎紅葉「金色夜叉」） 
  21 女子も立たねばならぬ、意志の力を十分に養わねばならぬとはかれの持論である。 






  22 サイコー面白い！！                  （Yahoo! 映画 より 
http://info.movies.yahoo.co.jp/userreview/tyem/id343809/rid28/p0/s0/c0/） 
  23 はじめてたべたんですがごぼうチップスサイコーうまいっすね!! 





  24 こんなのってない。カンペキおかしい。 
 （メグ・キャボット著、代田亜香子・金原瑞人訳「プリンセス・ダイアリー」） 













  案外、意外に、一般的に、元来、結局、事実、実は、所詮、当然、土台、普通（は）、 
















  《鎌倉時代》 
    一旦、向後、結句、自今以後、始終、所詮、大抵、大略、天性 
  《室町時代》 
   前代に用例の認められたもの…一旦、向後、結句、始終、所詮、大略 
   前代に用例の認められないもの…元来、結局、生得、総別、第一、勿論 
  《江戸時代》 
   前代までに用例の認められたもの…一旦、元来、向後、結句、始終、所詮、生得、 
 総別、第一、大抵、勿論 










六勝寺の別当をもかけ給へり。              （平家物語、巻二） 





  28 御主ご托胎の初めよりスピリツサント天降り給ふまでのミステリヨの内、第一す 
ぐれたる理皆これにこもるもの也。            （ロザイロの観念） 
29 又もろもろの人のうちに第一美しくまします御身を赤の裸になし奉り、面目なき 
御姿にて、                       （ロザイロの観念） 
  30 ばんみんの中に第一あさましくふびんしごくなるわれ、 （こんてむつすむん地） 








  32 かれこれもつて、祐経にしられ、かへりてねらはれん事、うたがひなし。かゝる 
大事こそ候はね。第一、上へきこしめされては、死罪・流罪にもおこなはれ、身を 
いたづらにせんことの無念さよ。             （曾我物語、巻四） 
  33 いづれをひとつ、あしきと申べき所なし。情第一深し。 （好色一代男、巻五） 
  34 世間に鬼はなしと嬉しく耳をすまして聞に、「第一内かたは悋気ふかし。面屋の 
若い衆と物云事も嫌ひ給ふなり。            （好色一代女、巻四） 
  35 のぼりつめてはお客にも女郎にもえて怪我のあるもの。第一勤の妨げと堰くはど 
こしも親方の習。それゆゑのお客の吟味。          （心中天の網島） 











  36 基盛、「御家名うけ給候畢。所詮宣旨によつて御上洛候か、院宣に随つてまいら 
   せ給候か、承らん。」と申せば、               （保元物語、上） 
  37 中にも義朝を只一矢に射ころすべかりし物を、助をきたれば、今は親の敵に成ぬ 
る事こそ悔けれ。所詮鎮西に下て、九国の者共催して、都へ責上り皇城を打傾けん 




  38 所詮、世のけいにまかせ、伊東二郎にたまはるべきか、また祐経にたまはるべき 
か、相伝の道理について、憲法の上裁をあふがんと欲す。  （曾我物語、巻一） 
  39 「所詮今は何に憚るべき、たゞ思ふ様に遊ばせ参らせよ」とて、泉冠者に申し付 
けて、                          （義経記、巻七） 
おおむね前代と同じと思われるが、39 の例は、やや後代の要素が含まれているようにも解
釈が可能である。 
  40 死は軽くして易し生は重くして難し。所詮命を全くして平氏の怨敵。右大将頼朝 
を一太刀恨み                         （出世景清） 
  41 其の期にのぞんでは嘆きに沈みよもや討ち給ふまじ。所詮我等臆病者未練の体を 









  42 今度山門の御訴訟、理運の条勿論に候。御成敗遅々こそ、よそにても遺恨に覚候 
へ。                          （平家物語、巻一） 
  43 学頭の仰せは勿論に候。                 （義経記、巻三） 
  44 いかなる柔和忍辱の阿闍梨なりとも、命を絶ちたきこと勿論なり。（猫のさうし） 
室町に入る頃までは、いずれも形容動詞としての例しか見られない。 
  45 その時もちろん維盛も都を落ちられてあったか？  （天草版平家物語、巻三） 
－73－
  46 流人御免とは尤もの善根然らば勿論俊寛僧都。丹波の少将成経平判官康頼。三人 


















  47 それが頓挫すると、政局第一に転換し、「解散・総選挙があるぞ」「あるぞ」と言 
ってきたが、結果、総選挙は越年となった。      （Yahoo!ブログ、2008） 
  48 米については、長年過剰基調か継続しこれが在庫の、増嵩、米価の低下を引き起 
こし、結果、水田農業の経営が困難な状況に立ち至っている一方、消費者ニーズが 



















注 1 野村雅昭（1999）の「基本三千漢語一覧」などを参考にした。 





































合子全集 第 15 巻』（新日本出版社） 
 
参考文献 





























































福弥漫。（「春節回家，你怕父母催生嗎（民生観）」2014 年 1 月 24 日）
○祁又一的《探宝記》，‥中略‥揭示了当下社会的人們因耽于物欲的无尽追求，全然把人
自身的価値与意義抛之脳后的現実。（「2013 年，長篇小説変招為哪般？（文学新観察）」2014
年 1 月 10 日）
○在樹下凝思，又従樹下離去。那一刻，我全然傾心動情了，真想回頭対白梅樹説一句什






































用例 巻次・標目 頁 用法
1 全然守在這裏、不得動。 3・鬼神 41 否定
2 到夜全然收斂、無些形越時、便是智。 6・性理三 111 否的
3 那紙上説成、全然靠不得。 9・学三 152 否定
4 全然虚心、只把他道理自看其是非。 11・学五 180 否的
5 全然把一己私意去看聖賢之書、 11・学五 180 肯定
6 初間只争些小、到後来全然只有一辺。 13・学七 233 否的
7 意誠、便全然在天理上行。 16・大学三 341 肯定
8 但著実行処全然欠闕了。 22・論語四 531 否的
9 是不是全然不為。 23・論語五 537 否定
10 他聴之全然似不暁底。 24・論語六 568 否定
11 亦不是全然無所作為也。 25・論語七 629 否定
12 全然盛水不得。 27・論語九 673 否定
13 全然閉塞隔絶了。 27・論語九 690 否的
14 便是全然無了這些子心。 28・論語十 724 否定
15 且看来日月至与全然別、 31・論語十三 791 否的
16 又不能遵守斉之初政、却全然変易了、 33・論語十五 829 否的
17 便是全然不是、 34・論語十六 858 否定
18 改過則是十分不好、全然要改。 34・論語十六 859 否的
19 却是権与経全然相反； 37・論語十九 991 否的
20 若曽子之学、却与曽点全然相反。 40・論語二十二 1031 否的
21 如此問、乃見公全然不用工夫。 44・論語二十六 1146 否定
22 見得聖人所以孝其親者、全然都是天理、 58・孟子八 1357 肯定
－79－
23 不聞不見、全然無形迹、暗昧不可得知。 62・中庸一 1503 否定
24 今日是秋、為変到那全然天涼、 74・易十 1887 肯定
25 見得古注全然錯。 78・尚書一 1986 否的
26 全然不合。 79・尚書二 2026 否定
27 到第二章已下、又全然放寬、 80・詩一 2065 肯定
28 更含蓄意思、全然不露。 80・詩一 2065 否定
29 如蟋蟀之序、全然鑿説、固不待言。 81・詩二 2111 否的
30 有読了後全然無事者、有得一二句喜者。 81・詩二 2115 否定
31 則全然反乎正矣。 81・詩二 2132 否的
32 若作刺厲王、全然不順。 81・詩二 2134 否定
33 全然不是、豈止有不是処。 83・春秋 2166 否定
34 如今全然没理会、 84・礼一 2188 否定
35 唯是五体新儀全然不是。 87・礼四 2266 否定
36 孔門学者、如子張全然務外、 93・孔孟周程張子 2355 否的
37 少看有功却多、泛泛然多者、全然無益。 95・程子之書一 2424 否定
38 全然做天底、也不得。 95・程子之書一 2440 否定
39 猪則全然蠢了。 98・張子之書一 2515 否的
40 而今人看文字、全然心粗。 104・朱子一 2621 否的
41 当時曽無玷陳君挙之徒全然不暁、 107・朱子四 2662 否定
42 如今全然無此意、如何恁地。 109・朱子六 2701 否定
43 如今宰相思量得一辺、便全然掉卻那一辺。 112・朱子九 2733 否的
44 近却尽去得前病、又覚全然安了、 113・朱子十 2749 肯定
45 何況慢慢地、便全然是空。 114・朱子十一 2759 否的
46 全然与所知者相反。 114・朱子十一 2763 否的
47 乃是行上全然欠耳。 114・朱子十一 2763 否的
48 所以全然無益。 120・朱子十七 2884 否定
49 如説易、説甚性命、全然悪模様。 120・朱子十七 2899 否的
50 今只是略略火面上熁得透、全然生硬 121・朱子十八 2920 否的
51 又有全然不要、 121・朱子十八 2944 否定
52 於義理上全然理会不得。 122・呂伯恭 2952 否定
53 及其再人、全然若無能、 131・本朝五 3155 否定



















用例 書名 用法 用例 書名 用法
1 全然無効 三国演義 否定 67 全然不知 醒世恆言 否定
2 全然不睬 三国演義 否定 68 全然不理 醒世恆言 否定
3 全然不出 三国演義 否定 69 全然不知 醒世恆言 否定
4 全然不顧 三国演義 否定 70 全然不応 醒世恆言 否定
5 全然不動 三国演義 否定 71 全然不睬 醒世恆言 否定
6 全然不懼 三国演義 否定 72 全然好了 醒世恆言 肯定
7 全然不退 三国演義 否定 73 全然不覚 醒世恆言 否定
8 全然無俗態 水滸全伝 否定 74 全然不以為意 初刻拍案驚奇 否定
9 全然不動 水滸全伝 否定 75 全然未保 初刻拍案驚奇 否定
10 全然不記得 水滸全伝 否定 76 全然未保 初刻拍案驚奇 否定
11 全然打聴不著 水滸全伝 否定 77 全然不像夢境 初刻拍案驚奇 否定
12 全然不慌 水滸全伝 否定 78 全然不以為意 二刻拍案驚奇 否定
13 全然不懼 水滸全伝 否定 79 全然未保 二刻拍案驚奇 否定
14 全然不知 水滸全伝 否定 80 全然露著 二刻拍案驚奇 肯定
15 全然不懼 西遊記 否定 81 全然不理 二刻拍案驚奇 否定
16 全然没有 西遊記 否定 82 全然無異 二刻拍案驚奇 否定
17 全然不怕 西遊記 否定 83 全然無人認得 二刻拍案驚奇 否定
18 全然不知下落 西遊記 否定 84 全然不怕 三遂平妖伝 否定
19 全然無懼 西遊記 否定 85 全然不動 三遂平妖伝 否定
－81－
20 全然圧倒 西遊記 肯定 86 全然未保 三遂平妖伝 否定
21 全然不見 西遊記 否定 87 全然不動 三遂平妖伝 否定
22 全然不懼 西遊記 否定 88 全然不覚 三遂平妖伝 否定
23 全然不見 西遊記 否定 89 全然像個人手 三遂平妖伝 肯定
24 全然不懼 西遊記 否定 90 全然不睬 三遂平妖伝 否定
25 全然無損 西遊記 否定 91 全然不暁 三遂平妖伝 否定
26 全然不理 封神演義 否定 92 全然没用 三遂平妖伝 否定
27 全然不知 封神演義 否定 93 全然不覚 三遂平妖伝 否定
28 全然不会壊動一角 封神演義 否定 94 全然失去 三遂平妖伝 否定
29 全然不理 封神演義 否定 95 全然不管 三遂平妖伝 否定
30 全然不理 封神演義 否定 96 全然不解其意 三遂平妖伝 否定
31 全然不理 封神演義 否定 97 全然不覚 三遂平妖伝 否定
32 全然不懼 封神演義 否定 98 全然不知 三遂平妖伝 否定
33 全然不省 喩世明言 否定 99 全然無異 三遂平妖伝 否定
34 全然未保 喩世明言 否定 100 全然不知 紅楼夢 否定
35 全然不解 喩世明言 否定 101 全然無一点児能為 紅楼夢 否定
36 全然不校 喩世明言 否定 102 全然温習 紅楼夢 肯定
37 全然不懼 喩世明言 否定 103 全然明白 紅楼夢 肯定
38 全然未保 喩世明言 否定 104 全然没有 儒林外史 否定
39 全然不惜体面 喩世明言 否定 105 全然不解 儒林外史 否定
40 全然無懼 喩世明言 否定 106 全然不知 儒林外史 否定
41 全然不識一字 警世通言 否定 107 全然看不得 儒林外史 否定
42 全然不理 警世通言 否定 108 全然不知道 儒林外史 否定
43 全然又無些子消息 警世通言 否定 109 全然不問 儒林外史 否定
44 全然没事 警世通言 否定 110 全然不会制作礼楽 儒林外史 否定
45 全然未保 警世通言 否定 111 全然没有了 儒林外史 否定
46 全然不以為怪 警世通言 否定 112 全然是我来説的 儒林外史 肯定
47 全然未保 警世通言 否定 113 全然不喫 儒林外史 否定
48 全然不知家中之事 警世通言 否定 114 全然不知 儒林外史 否定
49 全然不済 警世通言 否定 115 全然是火 女仙外史 肯定
50 全然不知 警世通言 否定 116 全然是金 女仙外史 肯定
51 全然不済 醒世恆言 否定 117 全然不解其意 女仙外史 否定
52 全然不疑 醒世恆言 否定 118 全然不在他心上 女仙外史 否定
53 全然不改 醒世恆言 否定 119 全然布素 女仙外史 肯定
54 全然没了 醒世恆言 否定 120 全然不懼 女仙外史 否定
55 全然不拒 醒世恆言 否定 121 全然無応 女仙外史 否定
－82－
56 全然不動 醒世恆言 否定 122 全然不解 女仙外史 否定
57 全然不覚是女 醒世恆言 否定 123 全然不動 女仙外史 否定
58 全然没事了 醒世恆言 否定 124 全然不覚 女仙外史 否定
59 全然不知 醒世恆言 否定 125 全然覆没 女仙外史 肯定
60 全然無恙 醒世恆言 否定 126 全然風雅詩人 女仙外史 肯定
61 全然不理 醒世恆言 否定 127 全然不解 女仙外史 否定
62 全然未保 醒世恆言 否定 128 全然不懼 女仙外史 否定
63 全然未保 醒世恆言 否定 129 全然不知 女仙外史 否定
64 全然不理 醒世恆言 否定 130 全然不動 西湖佳話 否定
65 全然不理 醒世恆言 否定 131 全然不理 西湖佳話 否定
66 全然不睬 醒世恆言 否定 132 全然不疑了 西湖佳話 否定
この表から明らかなように、文献による差異はあるものの、ほとんどの例が「不」「無」














































































































吉川幸次郎(1938)「中国語における否定の強調」(1938 年 10 月 16 日大阪懐徳堂における大阪漢学大会
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